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⑴　律令国家の成立…701年，唐
とう

の制度にならって大

宝律令がつくられた。律は刑罰，令は政治のしく

みについてのきまり。

・天皇のもとに，神
じん

祇
ぎ

官
かん

と太
だい

政
じょう

官
かん

（二
に

官
かん

）が置かれ，

太政官の下に８つの省（八
はっ

省
しょう

）が置かれた。

・高い位
くらい

についた豪族は貴族とよばれるようにな

った。

⑵　平城京…710年，唐
とう

の都長
ちょう

安
あん

にならって，奈良に新しい都を造営→奈良時代。

①　都…広い道路で碁
ご

盤
ばん

の目のように区切る。市では地方の産物が売買され，和
わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

などの貨
か

幣
へい

が使われた。

②　地方…国ごとに国府が置かれ，都から国司を派遣。道路が整備され，駅
えき

が設置された。東北地方に柵
さく

が築

かれ，九州北部に大
だ

宰
ざい

府
ふ

が置かれた。

⑶　農民のくらし…良
りょう

民
みん

と賤
せん

民
みん
（奴

ぬ
婢
ひ
）に分け，６年ごとに戸

こ

籍
せき

を作成。班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅの

法
ほう

により，６歳以上の男女に口
く

 

分
ぶん

田
でん

をあたえ，死ぬと国に返させた。農民の義務として，租
そ

・調
ちょう

・庸
よう

などの税のほか，雑
ぞう

徭
よう

とよばれる労
ろう

役
えき

や

防人などの兵
へい

役
えき

の負担があり，口分田を捨てて逃亡する者もいた。

⑷　進む開
かい

墾
こん

…口分田が不足→743年，墾
こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財
ざいの

法
ほう

が出され，新しく開墾した土地の永久私有を認める。

◇　天平文化…大陸の影響を強く受けた国際色豊かな文化。聖
しょう

武
む

天皇のころの年号から天平文化とよぶ。

①　歴史書と万葉集…神話や国の成り立ちを記した「古
こ

事
じ

記
き

」・「日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

」，地方の国ごとに郷土の地理，言い

伝えなどを記した「風
ふ

土
ど

記
き

」。貴族，天皇だけでなく，民衆の和歌を広く集めた「万
まん

葉
よう

集
しゅう

」がまとめられた。

②　仏
ぶっ

教
きょう

…聖武天皇が国分寺と国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ
，都に東

とう
大
だい

寺
じ

を建立（大仏）。行基は民間で布教。鑑
がん

真
じん

は唐から来日。

③　建築…東大寺法
ほっ

華
け

堂
どう

，唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

（鑑真が建立），東大寺の正
しょう

倉
そう

院
いん

④　その他…興
こう

福
ふく

寺
じ

阿
あ

修
しゅ

羅
ら

像
ぞう

，東大寺法華堂の日
にっ

光
こう

・月
がっ

光
こう

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

，五
ご

絃
げん

の琵
び

琶
わ

，紺
こん

瑠
る

璃
りの

坏
つき

。

⑴　平
へい

安
あん

京
きょう

…桓
かん

武
む

天皇が政治の立て直しをはかるため，794年，都を現在の京都に移した→平安時代。

⑵　蝦
え み し

夷の抵抗…朝廷は東北地方の蝦夷鎮
ちん

圧
あつ

に大軍を送り，坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

を征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任じて遠征させた。

⑶　律令制の変化…10世紀，戸籍や班田収授の制度が行われなくなる。有力貴族のもとに荘
しょう

園
えん

が集中。

⑷　摂
せっ

関
かん

政治…藤
ふじ

原
わら

氏は娘を天皇の后
きさき

にし，その子を天皇の位につけ，天皇が幼いときは摂
せっ

政
しょう
，成人すると関

かん

白
ぱく

の職についた。11世紀前半の藤原道
みち

長
なが

とその子，頼
より

通
みち

のころ全盛。

⑴　最
さい

澄
ちょう

と空
くう

海
かい

…９世紀の初め，遣唐使とともに唐に渡り仏教を学んだ最澄が比
ひ

叡
えい

山
ざん

の延
えん

暦
りゃく

寺
じ

で天
てん

台
だい

宗を，空海

が高
こう

野
や

山
さん

の金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

で真
しん

言
ごん

宗を広めた。

⑵　国
こく

風
ふう

文化…日本独自の優美で繊
せん

細
さい

な貴族文化。摂関政治のころ，

最も栄えた。かな文字の発達により，優れた文学作品も生まれた。

⑶　浄
じょう

土
ど

教
きょう

…末法思想が広がり，念
ねん

仏
ぶつ

を唱え，阿
あ

弥
み

陀
だ

仏
ぶつ

にすがり， 

死後に極
ごく

楽
らく

浄
じょう

土
ど

に生まれ変わることを願う信仰（阿弥陀信仰）がさ 

かんになった。→平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

（京都府宇
う

治
じ

市），中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

金
こん

色
じき

堂
どう

（岩手県平
ひら

泉
いずみ

町）。

1 大
たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

と平
へい

城
じょう

京
きょう

（図表のワーク 　①～⑪）教科書 P.₅₂・₅₃

ほう

役人は駅馬を乗りついだ 蝦夷に備えた

福岡県。九州の外交・軍事の拠点

女子は男子の３分の２，奴婢は良民の３分の１ 都まで運ばなければならなかった

貴族・寺社・地方の豪族・有力な農民がさかんに開墾し，私有地を広げた
天
てん

平
ぴょう

文化（図表のワーク 　⑫～⑯）教科書 P.₅₄・₅₅2

シルクロードを通って伝わった東大寺の正倉院の美術工芸品

８世紀

万葉仮名が用いられた。柿本人麻呂や大伴家持をはじめ，幅広い身分の人の歌がおさめられた

仏教の力で国を守ろうと考えた
校倉造。聖武天皇や光明皇后の愛用品などを納める

平
へい

安
あん

京
きょう

と摂
せっ

関
かん

政治（図表のワーク 　⑰～⑲）教科書 P.₆₀・₆₁3

貴族や僧が争った

アテルイと戦った

中央の貴族や寺社の私有地

道長は，権力を思いのままにした様子を「この世をば　わが世とぞ思う　望月（もちづき）の　欠けたることも　なしと思えば」とよんだ
新しい仏教と国

こく

風
ふう

文化（図表のワーク 　⑳～�）教科書 P.₆₂・₆₃4

894年菅原道真の提案で停止

漢字をもとにつくられた文字。漢文よりも感情や考えを自由に表現できるようになった

藤原頼通が建てた阿弥陀堂

▲Ⓑ正倉院の美術工芸品
五絃の琵琶

▲Ⓐ農民の負担

種類 内容

租 収穫物の約３％の稲

調 地方の特産物（絹・綿，塩など）

庸 労役の代わりの布地

労役 雑
ぞう

徭
よう

年間60日以内の労働

兵役
衛
え

士
じ

都での警備

防
さきもり

人 北九州沿岸の防衛

和歌集…紀
きの

貫
つら

之
ゆき

らが編集した「古
こ

今
きん

和歌集」
小説…紫

むらさき

式
しき

部
ぶ

の「源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

」
随筆…清

せい

少
しょう

納
な

言
ごん

の「枕
まくらの

草
そう

子
し

」
絵画…日本の風景・人物を描いた大

や ま と

和絵
え

貴族の住居…寝
しん

殿
でん

造
づくり

という様式が取り入れられた

▲Ⓒ国風文化

教科書

学習のまとめ

単元
「日本」の国の成り立ち⑵ P.52〜634
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4 　「日本」の国の成り立ち⑵

奈
良
時
代

律
令
国
家
の
成
立　
　
　

↓　
　
　

律
令
国
家
の
立
て
直
し　

↓　
　
　

摂
関
政
治

平
安
時
代

政治・社会の動き 文化

701年，① を制定。刑罰のきまりである

② と，政治のしくみについてのきまりである

③ から成る

・中央には二官八省のしくみが整えられ，

地方には国府が置かれ，都から④ が

派遣された

⑤ …唐の都長安にならって奈良に造営

・広い道路によって碁盤の目状に区切る

・東西の市で⑥ という貨幣が使用される

・都と地方を結ぶ道路を整備 → 駅を設置

・⑦ …九州地方の外交・軍事の拠
きょ

点
てん

・東北地方には蝦夷に備えて柵を設置

⑧ …戸籍に基づいて

⑨ をあたえた

⑩ ・調・庸の税や雑徭，兵役（九州へ行く防人）など

の負担があった

743年，⑪

794年，⑰ が平安京に都を移した

・ 坂上田村麻呂が征夷大将軍に任じられ，東北地方 

の蝦夷を平定

・遣唐使の停止→菅
すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

の進言による

10世紀，班田収授の制度は行われなくなり，⑪によ 

って私有地である⑱ が発達

藤原氏の⑲ 政治

　→藤原道長と子の藤原頼通のとき全盛

　　

・ ⑫ 天皇が国ごとに 

国分寺と国分尼寺を， 

都に⑬ を建てた

・⑭ 文化…仏教と大陸の

文化の影響を受ける

・ 国の成り立ちを記した

⑮ ・日本書紀，

郷土の地理などを国ごとにまとめ 

た風土記

・幅広い身分の歌を集めた和歌集の

⑯

・唐の僧鑑真の来日

→僧尼の守る生活の規律などが伝

わる

・天台宗…⑳ が広めた　

・真言宗…� が広めた

・ � 文化…日本の風土や生

活に合った文化

・� 文字の発達→文学の発達

・紫式部が書いた

� など

・人々の不安の広がり

→念仏を唱えて阿弥陀仏にすがる 

浄土教が広まった

藤原頼通は

�

を建てた

学習のまとめを見て
図表を完成させよう図 表 の ワ ー ク
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4 　「日本」の国の成り立ち⑵

次の文中の にあてはまる語句を答えなさい。

⑴　701年，中国のしくみにならって がつくられ，全国を支配するしくみが定められた。

 （ ）

⑵　⑴に基づき，中央に，天皇のもとで政治を担当する と神
じん

祇
ぎ

官の二官と八省が置かれた。

 （ ）

⑶　710年，唐
とう

の都長
ちょう

安
あん

にならって現在の奈
な

良
ら

に がつくられた。 （ ）

⑷　現在の九州には が置かれて，外交や軍事などにあたった。 （ ）

⑸　６歳以上の男女に口
く

分
ぶん

田
でん

をあたえ，その人が死ぬと国に返させた制度を という。（ ）

⑹　農民が負担した税のうち，収穫物の約３％の稲を納めた税を という。 （ ）

⑺　農民が負担した税のうち，地方の特産物などを納めた税を という。 （ ）

⑻　兵役のうち，九州北部の防衛についたものを という。 （ ）

次の文中の にあてはまる語句を答えなさい。

⑴　 ① 天皇は仏教の力によって国を守ろうとして，国ごとに ② 寺と ② 尼
に

寺
じ

を建て，都には大仏を

まつる ③ を建てた。 ①（ ）　②（ ）　③（ ）

⑵　⑴の①天皇のころ，大陸の文化の影響を強く受けた ① 文化が栄えた。①文化を代表する建築物に，

② が建てた唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

がある。 ①（ ）　②（ ）

⑶　⑵の文化について，神話や国の成り立ちなどをもとに，歴史書の ① と ② がつくられた。

 ①（ ）　②（ ）

⑷　国ごとに郷土の地理，言い伝えなどをまとめた がつくられた。 （ ）

⑸　奈良時代にまとめられた には，民衆の和歌も収められている。 （ ）

次の文中の にあてはまる語句を答えなさい。

⑴　794年， 天皇は律
りつ

令
りょう

政治を立て直すため，都を現在の京都に移した。 （ ）

⑵　794年に京都につくられた都を という。 （ ）

⑶　⑴天皇は，坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

を に任命し，東北地方に遠征させた。 （ ）

⑷　藤
ふじ

原
わら

氏は天皇が幼いときは ① ，成人すると ② の職について ③ 政治を行った。

 ①（ ）　②（ ）　③（ ）

⑸　⑷の③政治は， とその子頼
より

通
みち

のころに最もさかんになった。 （ ）

次の問いに答えなさい。

⑴　９世紀初め，最
さい

澄
ちょう

が伝えた仏教の宗派を何というか。 （ ）

⑵　⑴と同じころ，空
くう

海
かい

が伝えた仏教の宗派を何というか。 （ ）

⑶　摂
せっ

関
かん

政治のころに最も栄えた，日本の風土や生活に合った文化を何というか。 （ ）

⑷　漢字の形を変えるなどして，日本語の音声通りに表すことができるようにした文字を何というか。

　　  （ ）

⑸　⑷の文字で書かれた，清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

の随筆を何というか。 （ ）

⑹　紀
きの

貫
つら

之
ゆき

らが編さんした和歌集を何というか。 （ ）

大
たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

と平
へい

城
じょう

京
きょう

1

□

□

□

□

□

□

□

□

天
てん

平
ぴょう

文化2

□
□
□
□
□

□
□

□

□

平
へい

安
あん

京
きょう

と摂
せっ

関
かん

政治3

□

□

□

□
□
□
□

新しい仏教と国
こく

風
ふう

文化4

□

□

□

□

□

□

確　認　問　題 →類題演習　P.90
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1 次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。

⑴　下線部ⓐは唐
とう

の都をモデルとしている。この唐の都を何というか。

⑵　文中のＡにあてはまる語句を答えなさい。

⑶　文中のＢにあてはまる語句を次から選び，記号で答えなさい。

ア　多
た

賀
が

城　　　イ　水
みず

城
き

　　　ウ　国司　　　エ　大
だ

宰
ざい

府
ふ

⑷　下線部ⓑについて，次の問いに答えなさい。

①　天平文化は，何という天皇のころの年号をとったよび名か。次から選び，記

号で答えなさい。

ア　推
すい

古
こ

天皇　　　イ　天
てん

武
む

天皇　　　ウ　聖
しょう

武
む

天皇　　　エ　天
てん

智
じ

天皇

②　①の天皇が仏教の力で国を守ろうとして，地方の国ごとに建てた寺を何とい

うか。２つ答えなさい。　

⑸　下線部ⓒの制度を定めた法令とⓓの法令をそれぞれ答えなさい。

　

2 右の年表を見て，次の問いに答えなさい。

⑴　Ａについて，この

都を何というか。ま

た，都を移した天皇

を答えなさい。

⑵　Ｂについて，坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

が任じられ

た役職を答えなさい。

⑶　Ｃについて，次の

問いに答えなさい。

①　このころ栄えた文化を何というか。

②　①のころに発達した文字を何というか。

⑷　Ｄについて，①最
さい

澄
ちょう

，②空
くう

海
かい

が開いた仏教をそれぞれ答えなさい。

⑸　Ｅについて，次の問いに答えなさい。

①　Eの信仰を何というか。

②　①の信仰に基づき，平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

を建てた人物名を答えなさい。

　

　710年，奈良に平
へい

城
じょう

京
きょう

がつくられた。ⓐ平城京は広い道路によって碁
ご

盤
ばん

の目

のように区切られ，東西の市では（　Ａ　）などの貨
か

幣
へい

が使われた。一方，地方

と都をむすぶ道路が整備され駅がつくられた。九州支配の拠点として，九州北

部に（　Ｂ　）が置かれた。また，唐の制度や文化を学ぶために，遣唐使が派遣

された。このころ栄えた，大陸の影響を強く受けた文化をⓑ天
てん

平
ぴょう

文化という。

律令制のもとで，人々は，ⓒ戸籍に登録され，６歳以上の男女には口
く

分
ぶん

田
でん

があ

たえられ，死亡した時には国に返させた。やがて，口分田の不足などから， 

ⓓ743年，新たに開
かい

墾
こん

した土地を永久に私有することを認める法令が出された。

□

□

□

□

□
□

□
□

年代 社会の動き 文化の動き

794

801

11世紀
前半

京都に都を移す…………Ａ

坂上田村麻呂による蝦
え み し

夷 

平定………………………Ｂ

藤
ふじ

原
わら

氏の摂
せっ

関
かん

政治全盛…Ｃ

最澄・空海が新しい仏教 

を広める…………………Ｄ

念仏を唱えて阿
あ

弥
み

陀
だ

仏
ぶつ

にす

がり，死後に極
ごく

楽
らく

浄
じょう

土
ど

に生

まれ変わることを願う信仰

が広まる…………………Ｅ

□
□

□

□

□
□
□

□

□

1　 学習の
まとめ

　 1・ 2

2　 学習の
まとめ

　 3・ 4

⑶

⑷　①

⑸　ⓒ

⑴

⑵

②

ⓓ

⑶　① 文化

⑷　①

⑸　①

⑴都

⑵

② 文字

天皇 天皇

②

②

練　習　問　題
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4 　「日本」の国の成り立ち⑵

1 次の図Ⅰは，701年に制定された法令によって定められた役所のしくみを示してい

る。この図と右の資料Ⅱを見て，あとの問いに答えなさい。

　　　　　　　　

⑴　図Ⅰのしくみは，何という法令の中で定められたか。

⑵　図Ⅰ中の太政官の仕事は何か。図を参考にして簡単に書きなさい。

⑶　図Ⅰ中の中央のしくみをまとめて何というか。

⑷　資料Ⅱの美術工芸品は，シルクロードを通じて日本にもたらされた。この楽器

が保存された東
とう

大
だい

寺
じ

の建築物を何というか。

⑸　資料Ⅱの美術工芸品や，これらが保存された建築物に代表される，奈
な

良
ら

時代に

栄えた文化を何というか。

⑹　⑸の文化が最も栄えたときの天皇はだれか。次から選び，記号で答えなさい。

ア　天
てん

武
む

天皇　　　イ　天
てん

智
じ

天皇　　　ウ　聖
しょう

武
む

天皇　　　エ　桓
かん

武
む

天皇

⑺　このころ，唐
とう

から苦難の末に日本に渡ってきた高僧で，日本に僧
そう

尼
に

の守るべき

規律を伝えたのはだれか。

2 右の図は，藤
ふじ

原
わら

氏の系図である。この系図を見て，次の問いに答えなさい。

⑴　図中の①は大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

で活
かつ

躍
やく

した人物，

②は父とともに摂
せっ

関
かん

政治の全盛期を築い

た人物である。①・②の人物名をそれぞ

れ答えなさい。

⑵　下線部ⓐはある天皇の后
きさき

となった人物

である。そのある天皇は国ごとに国
こく

分
ぶん

寺
じ

・国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

を建てた。この「ある天皇」

とはだれか。

⑶　藤原氏が勢力をのばしていった方法を，

図を参考にして，簡単に答えなさい。

⑷　次の和歌を詠
よ

んだ人物を図中から選び

なさい。

　「この世をば　わが世とぞ思う　望
もち

月
づき

の　欠けたることも　なしと思えば」

〈中央〉

〈地方〉 〈九州〉

天皇
てんのう

神祇官
じん かんぎ

大宰府
だ

こく し

ぐん じ

り ちょう

さとおさ

ふざい

国

里
郡

国

里

郡

〔国司〕

〔里長〕

〔郡司〕

太政官
だい かんじょう

太
政
大
臣
だ
い
じ
ん

右
大
臣

う

中
務
省

な
か
つ
か
さ
し
ょ
う

宮
内
省

く
な
い

大
蔵
省

お
お
く
ら

刑
部
省

ぎ
ょ
う

ぶ
兵
部
省

ひ
ょ
う

ぶ
民
部
省

み
ん
ぶ
治
部
省

じ

ぶ
式
部
省

し
き
ぶ

左
大
臣

さ

きゅうしゅう

Ⅰ Ⅱ

□

□

□

□

□

□

□

□
□

村上
かみむら

円融
ゆうえん

冷泉
ぜいれい

一条
じょういち

後一条
じょういちご

後朱雀
ざくすご

三条
じょうさん

不比等
ふ ひ と

光明子
こうみょう し

房前

（結婚）

ふさ

けっこん

天皇
てんのう

藤原氏の娘
むすめ

摂政
せっしょう

関白
かんぱくさき

兼家
かねいえ

①

②

安子
あん し

詮子
せん し

道長
みちなが

道兼
みちかね

教通
のりみち

道隆
みちたか

嬉子
き し

超子
ちょう し

彰子
しょう し

妍子
けん し

威子
い し

ⓐ

□

□

□

1の答え

2の答え

⑴

⑵

⑶

⑶

⑷

⑷

⑸ 文化

⑵ 天皇

⑹

⑺

⑴　①

②

Keyプラス
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4 　「日本」の国の成り立ち⑵

1 701年に定められたきまりについて，左の表を見て，次の問いに答えなさい。　

⑴　表中の①，②にあてはまる語句を書きなさい。

 □①（ ）

 □②（ ）

⑵　表中の①，②に基づいて統治される国家を何というか。また，この国家において，都から国府を治めるた

めに派遣された役人を何というか。 □国家（ ）□役人（ ）

2 次の資料を見て，あとの問いに答えなさい。

　

⑴　資料ⅠのＡは，日本から唐
とう

に派遣された使節のおもな航路を表している。この使節を何というか。

　  □（ ）

⑵　資料Ⅱの①～③にあてはまる税の種類を，それぞれ答えなさい。

 □①（ ）　□②（ ）　□③（ ）

⑶　資料Ⅱの兵役のうち，九州北部で３年間守りにつく兵役を何というか。 □（ ）

⑷　⑵の税や兵役などの重い負担から口
く

分
ぶん

田
でん

を捨てる者が現れ，口分田が不足するようになった。このため，

朝廷は開
かい

墾
こん

を進めるために，743年にどのような法令を出したか。簡単に説明しなさい。

 □（ ）

3 左の資料を見て，次の問いに答えなさい。

⑴　資料Ⅰは794年に，都を現在の京都に移した天皇である。都を移した目的は何か，簡

単に説明しなさい。

 □（ ）

⑵　資料Ⅱは摂
せっ

関
かん

政治のころの文化で発達した文字である。この文字を何というか答え

なさい。またこのころの文化の特徴を「貴族」の語句を使って，簡単に書きなさい。

□文字（ ）

 □特徴（ ）

⑶　⑵の文字の発達により，この文字を用いた文学が発展した。このころ生まれた作品のうち，

清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

によって書かれた随筆を何というか。

　  □（ ）

⑷　資料Ⅱのころ，貴族の住居に取り入れられた建築様式を何というか。□（ ）

平安京平安京
へいへいあんあんきょうきょう

博多博多
はかはか

ぼっぼっかいかい

たた

難波難波
南路南路

北路北路

なにわなにわ

大宰府大宰府
だだ ふふざいざい

杭州杭州
こうこうしゅうしゅう

長安長安
あんあんちょうちょう

（現在の西安）（現在の西安）
あんあんせいせい

アンアンシーシー

ハンハンチョウチョウ

洛陽洛陽
らくらく

ルオルオ

ようよう

ヤンヤン

上京上京
じょうじょうけいけい

平城京平城京
へいへいじょうじょうきょうきょう

日本日本

渤海渤海唐唐
とうとう

新羅新羅
シルラシル ラ

しらぎしらぎ

A
Ⅰ Ⅱ

種類 内容

① 収穫物の約３％の稲

② 労役の代わりの布地

③ 地方の特産物（絹・綿，塩など） 

労役 雑
ぞう

徭
よう

：年間60日以内の労働

兵役
衛
え

士
じ

防
さき

人
もり

Ⅱ

Ⅰ

制度 内容
（　①　） 刑罰のきまり
（　②　） 政治のきまり

得点アップ！ここで
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1 右の年表を見て，次の問いに答えなさい。⇨教科書P.46～51 （各3点）

⑴　 Ａ ・ Ｃ にあてはまる中国の王朝名をそ

れぞれ答えなさい。

 Ａ（ ）

 Ｃ（ ）

⑵　Ｂの下線部について，次の問いに答えなさい。

①　右下の資料は，聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（廏
うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

）に関係

のある人々を示した系図である。下線の一族を

何というか。

 （ ）

②　聖徳太子が行った政治について述べた次の文について，

Ｘ にあてはまる役職をあとから選び，記号で答えな

さい。また， Ｙ ・ Ｚ にあてはまる政策をそれぞ

れ答えなさい。

　

 Ｘ（ ）

 Ｙ（ ）

 Ｚ（ ）

　ア　豪族　　　イ　天皇　　　ウ　貴族　　　エ　武士

③　聖徳太子が建てた，現存する世界最古の木造建築とされている寺を何というか。

　　  （ ）

④　Ｂのころの文化は中国や朝
ちょう

鮮
せん

の文化の影響が見られる。このころ栄えた文化を何というか。

 （ ）

⑶　Ｄの改革について，次の問いに答えなさい。

①　この改革を中心となって進めた人物を２人，答えなさい。

　　  （ ）　（ ）

②　Ｄの改革で示された，皇族・豪族が支配していた土地や人民を，国家が直接支配することにした方針を

何というか。　 （ ）

⑷　 Ｅ にあてはまる，百
く だ ら

済救援のため，日本が朝鮮半島に大軍を送ったが，唐
とう

・新
し ら ぎ

羅の連合軍に敗れた戦

いを何というか。　  （ ）

⑸　 Ｆ にあてはまる，天
てん

智
じ

天皇のあとつぎをめぐる争いを何というか。 （ ）

⑹　Ｇを行った天皇はだれか。　  （ ）

年代 できごと

589
593
607
618
645
663
672
694

Ａ が中国を統一する
聖徳太子（廏戸皇子）が政治に参加する…Ｂ
小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

が Ａ に派遣される
Ｃ が中国を統一する

大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

がはじまる……………………Ｄ
Ｅ がおこる
Ｆ がおこる

藤
ふじ

原
わら

京
きょう

に都が移される……………………Ｇ

□
□

□

□
□
□

婚姻関係 は天皇 は女性

稲目 馬子 蝦夷

聖徳太子

用明

崇俊

欽明

入鹿
いな め うま こ えみ し

ようめい

す しゅん

きんめい

いる か

推古
すい こ

　聖徳太子は， Ｘ を頂点とする政治を目指した。

　聖徳太子は，役人の心構えとして，天皇の命令に

従うことなどをふくめた Ｙ を定めた。また，有

能な人を役人に取り立てるために， Ｚ の制度を

取り入れ，豪
ごう

族
ぞく

の序列を明確にした。

□

□

□
□

□

□
ペクチェ シル ラ

□

□

得点

／100点
定期テスト対策 ||| |||

実施時間のめやす⇨ 分教科書

標準編

25P.46~63

「日本」の国の成り立ち⑴・
「日本」の国の成り立ち⑵

単元3
単元4
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2 次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。⇨教科書P.52～63 （⑼③各３点，他各4点）

⑴　 Ａ にあてはまる語句を答えなさい。　  （ ）

⑵　下線部ⓐでは，708年に発行された貨
か

幣
へい

が使われていた。この貨
か

幣
へい

を何というか。

　 （ ）

⑶　 Ｂ にあてはまる地域を，次から選び，記号で答えなさい。 （ ）

ア　九州北部　　　イ　九州南部　　　ウ　蝦
え

夷
ぞ

地
ち

　　　エ　瀬戸内海沿岸

⑷　下線部ⓑを定めたきまりを何というか。　  （ ）

⑸　下線部ⓒの一部をまとめた次の表の Ｘ～Ｚにあてはまる語句をそれぞれ答えなさい。

　

 Ｘ（ ）　Ｙ（ ）　Ｚ（ ）

⑹　下線部ⓓを何というか。 （ ）

⑺　 Ｃ にあてはまる天皇の名前を答えなさい。 （ ）

⑻　 Ｄ にあてはまる役職を答えなさい。また，坂上田村麻呂が抵抗をおさえた，東北地方の人々はどのよ

うによばれていたか，答えなさい。

 役職（ ）　東北地方の人 （々 ）

⑼　 Ｅ について，次の問いに答えなさい。

①　右の資料は， Ｅ にあてはまる人物について述べたもので

ある。 Ｅ にあてはまる人物はだれか。

 （ ）

②　①の人物の一族は，摂政や関
かん

白
ぱく

の地位を独占し，天皇に代わ

って政治を行った。このような政治を何というか。

　  （ ）

③　 Ｅ の人物が摂政のころの社会の様子を述べた文として誤っているものを次から２つ選び，記号で答

えなさい。 （ ）　（ ）

　ア　戸籍に基づく税の取り立てが厳しくなった。　　　イ　国司の間で争いがおきることがあった。

　ウ　荘
しょう

園
えん

が全国各地で増えていった。　　　　　　　　エ　小さなクニ同士の争いがおこった。

　710年に藤
ふじ

原
わら

京
きょう

から Ａ へ都が移された。以後約80年間を奈良時代とよぶ。 Ａ には，天皇の住居

や役所が置かれた平
へい

城
じょう

宮
きゅう

や寺院があった。多くの人々が住み，ⓐ様々な品物を売る市も置かれていた。

　平城宮には太
だい

政
じょう

官
かん

，神
じん

祇
ぎ

官
かん

などの二官八省の役所があり，各国には貴族が国
こく

司
し

として派遣された。また，

外交・防衛上重要な Ｂ には大
だ

宰
ざい

府
ふ

が置かれた。

　朝廷は，ⓑ戸籍に基づき６歳以上の男女に決まった広さの農地をあたえ，ⓒ人々は，様々な税，労
ろう

役
えき

，

兵
へい

役
えき

を負担した。743年には，朝廷は農地を増やすためにⓓ開
かい

墾
こん

を奨励する命令を出した。

　794年には， Ｃ 天皇によって平安京に都が移された。また， Ｃ 天皇は坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

を Ｄ に

任命した。1016年になると， Ｅ が摂
せっ

政
しょう

となり，自らの権勢をほこる和歌をよんだ。

□

□

□

□

□
□
□ Ｘ 収穫物の約３％の稲を納める。

Ｙ 成年男子が，絹・麻の布，魚などの地方の特産物を納める。

庸
よう

成年男子が，布地を納める。

雑
ぞう

徭
よう

成年男子が，国司の監督のもとで，年間60日以内の労働につく。

Z 兵士から選ばれ，３年間⑶の警備につく。

□

□

□
□

□
　この人物は，娘の威

い

子
し

が天皇のきさきに

なったときに，このような歌をよんだ。

　　この世をば　わが世とぞ思う

　　望
もち

月
づき

の　かけたることも無しと思えば
□

□
□
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1 次のＡ，Ｂの文を読んで，あとの問いに答えなさい。⇨教科書P.46～51 （⑺②は完答，各４点）

Ａ　女帝の Ｘ 天皇の甥
おい

である聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（廏
うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

）は，蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

とともに政治を進め，ⓐ十
じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

を定

めたり，ⓑ冠
かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

の制度を取り入れたりした。また，ⓒ中国に使節を送り，その使節に僧や留学生を同

行させて，中国の政治や文化などを学ばせた。

Ｂ　中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

と中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

は，蘇我氏を滅ぼし，ⓓ政治の改革を進めた。ⓔ白
はく

村
すきの

江
え

の戦いの後，中大兄皇子は

大
おお

津
つの

宮
みや

で即位して天
てん

智
じ

天皇となった。その死後，国内でおこった内乱に勝利した大
おお

海
あ ま の

人皇子がⓕ天
てん

武
む

天皇と

して即位した。

⑴　 Ｘ にあてはまる，天皇の名前を答えなさい。 （ ）

⑵　右の史料は，下線部ⓐの一部を示している。史料の下線部から，聖徳太子

はどのような政治のしくみを目指していたことが読み取れるか，簡単に説明

しなさい。

　（ ）

⑶　聖徳太子が下線部ⓑの制度を取り入れた目的を，簡単に説明しなさい。

　（ ）

⑷　下線部ⓒの使節を何というか。また，このとき使節として派遣された人物

を答えなさい。　　使節（ ）　人物（ ）

⑸　下線部ⓓについて，次の問いに答えなさい。

①　この改革を何というか。　  （ ）

②　この改革をおこしたことと関連するできごとを次から選び，記号で答えなさい。 （ ）

　ア　唐
とう

が中国を統一して，勢力を広げた。

　イ　九州北部に防
さき

人
もり

が置かれ，山城や水
み ず き

城が築かれた。

　ウ　中国東北部に建国された渤
ぼっ

海
かい

と友好的な関係を築いた。

　エ　阿
あ

倍
べの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ

が唐から帰国できなかった。

③　この改革の方針となった公地公民とはどのような内容か，簡単に説明しなさい。

　　（ ）

⑹　下線部ⓔについて，次の問いに答えなさい。

①　白村江の戦いで，日本が朝
ちょう

鮮
せん

半島に大軍を送った目的を，簡単に答えなさい。　

　　（ ）

②　白村江の戦いよりも後におこったできごとではないものを次から１つ選び，記号で答えなさい。

　ア　九州に大宰府がつくられた。　　　イ　全国の戸籍がつくられた。 （ ）

　ウ　日本という国号が用いられた。　　エ　初めて遣唐使が派遣された。

⑺　下線部ⓕについて，次の問いに答えなさい。

　①　天武天皇や持
じ

統
とう

天皇の時代に栄えた文化を何というか。 （ ）

　②　①の文化を代表する建築物を，次から２つ選び，記号で答えなさい。 （ ）　（ ）

　　ア　飛
あ す か

鳥寺　　　イ　伊
い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

　　　ウ　薬
やく

師
し

寺
じ

東
とう

塔
とう

　　　エ　法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

③　天武天皇の皇
こう

后
ごう

の持統天皇がつくった，日本最初の本格的な都
と

城
じょう

を何というか。 （ ）

□

一に曰
いわ

く，和をもって貴
たっと

しとな

し，さからうことなきを宗
むね

と

せよ。

二に曰く，あつく三
さん

宝
ぽう

を敬
うやま

え。

三宝とは仏
ほとけ

法
のり

僧
ほうし

なり。

三に曰く，詔を承りては，必ず

謹
つつし

め。

みことのり うけたまわ

□

□

□
□

□

□

□

□

□

□

□

□

得点

／100点
定期テスト対策 ||| |||

実施時間のめやす⇨ 分教科書

応用編

30P.46~63

「日本」の国の成り立ち⑴・
「日本」の国の成り立ち⑵

単元3
単元4
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2 右の年表を見て，次の問いに答えなさい。⇨教科書P.52～63 （⑹②・③各２点，他各４点）

⑴　Ａの下線部に基づく政治について，次の問いに

答えなさい。

①　班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅの

法
ほう

について述べた次の文の Ｘ ・

Ｙ にあてはまる数字をそれぞれ答えなさい。

　

 Ｘ（ ）　Ｙ（ ）

②　資料Ⅰは，調・庸
よう

の都への運搬日数を示して

いる。資料Ⅰから読み取れることをまとめた次の文の にあてはまる文を，簡単に書きなさい。

　

　（ ）

⑵　 Ｂ には，全国の国ごとにつくられた，自然や地理などを集めた書物が

あてはまる。これを何というか。 （ ）

⑶　Ｃについて，次の問いに答えなさい。

　① 　聖
しょう

武
む

天皇が国ごとに国
こく

分
ぶん

寺
じ

・国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

を建立させた目的を，簡単に答え

なさい。

　（ ）

　②　聖武天皇のころに栄えた文化を何というか。 （ ）

⑷　 Ｄ にあてはまる語句を答えなさい。 （ ）

⑸　 Ｅ ・ Ｆ にあてはまる仏教の宗派をそれぞれ答えなさい。

　  Ｅ（ ）　Ｆ（ ）

⑹　Ｇについて，次の問いに答えなさい。

　① 　資料Ⅱから読み取れることを述べた次の文の

（　　　）にあてはまる内容を，簡単に書きなさい。

　　

　　（ ）

　②　摂
せっ

関
かん

政治が全盛期だったのは，だれのころか。資料Ⅱから２人選び，それぞれ答えなさい。

　　  （ ）　（ ）

③　このころには，かな文字がつくられた。かな文字を使って書かれた，『源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

』と『土佐日記』の作

者を次からそれぞれ選び，記号で答えなさい。

 源氏物語（ ）　土佐日記（ ）

　　ア　大
おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

　　　イ　清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

　　　ウ　紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

　　　エ　紀
きの

貫
つら

之
ゆき

　

年代 できごと

701
713
741

794
805
806

11世紀
前半

大
たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

がつくられる……………………Ａ
国ごとに Ｂ をつくる命令が出される
聖武天皇が国ごとに国分寺・国分尼寺を 
建立する命令を出す………………………Ｃ
桓武天皇が Ｄ に都を移す
最澄が Ｅ を伝え広める
空海が Ｆ を伝え広める
藤原氏による摂関政治が全盛期を迎える
………………………………………………Ｇ

□
□

　 Ｘ 歳以上の男女に口分田とよばれる

農地をあたえるもので，収穫物の Ｙ ％

の稲は，租
そ

とよばれる税として納めた。

□

3日以内
10日以内
20日以内
30日以内
31日以上

Ⅰ
資料Ⅰから， 人ほど，庸や調の負担が大きかったことがわかる。

□

□

□

□

□
□

房前
ふささき

光明子（聖武）
こうみょう し しょう む

不比等
ふ　ひ　と

鎌足
かまたり

冬嗣
ふゆつぐ

良房
よしふさ

基経
もとつね

忠平

穏子

時平

ただひら

ときひら

師輔
もろすけ

兼家
かねいえ

道長
みちなが

よりみち

れいぜい

ご　す ざく

安子
あん し

おん しめい し

明子
（文徳） （醍醐）

（村上）

（　　）は藤原氏の女子をきさきとした天皇

頼通

超子
ちょう し

威子（後一条）
い　し

嬉子（後朱雀）
き　し

妍子（三条）
けん し

彰子（一条）
しょう し

（冷泉）

は摂政 は関白

だい ご

Ⅱ□

　資料Ⅱの系図から読み取れるように，藤原

氏は（　　　）ことによって天皇との結びつ

きを強めていた。そして，生まれた子を天皇

に即位させて，政治の実権をにぎった。

□
□

□
□
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